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 論文審査の結果の要旨
 鈴木啓司提出の論文は,3個のCa安定同位元素を標的として高エネルギー分解能の(p,n)反応実験を入
 射陽子エネルギー35MeVにおいて行い終状態を確定し,反応微分断'面積を高精度の殻模型計算と歪曲波
 ボルン近似、によって計算して実験値と比較することによって,残留核2Scにおいて7本,1iScにおいて8
 本,ISScにおいて10本の基底並びに励起状態のスピン・パリティーを同定し,原子核に於けるアイソスピ
 ン励起の研究を行い,更に入射陽子エネルギー50,70並びに80MeVにおいて,12Ca(p,n)し2Sc反応の研究を
 行って,アイソスピン励起とスピン・アイソスピン励起の強度比の入射エネルギー依存性を明らかにし
 たものである。
 t℃a(p、ll)IISc反応による分光学的研究は始めてのものであり,3個の反応に於いて同定された3本の状
 態は,殻模型計算で強く励起されるものと予想される!h(θジャンプの負パリティー状態であり,初めて
 同定されたものである。理論値を実験値にフィットする時の規格化因子(N)は,解析の妥当性と,核反
 応・核構造における新しい現象を予告するものであるが,スピン転移を伴わない自然パリティー遷移に
 ついては,殆どの場合にN=1となり,また,スピン遷移の一つであるストレッチド状態励起の場合もN=
 1として矛盾はなく,光学ポテンシャルや核子核子有効相互作用,並びに波動関数が妥当であることを
 示した。1+状態を励起する所謂GT一遷移については,Nは0.3から1の範囲でばらつき,この場合のよう
 な殻模型計算において配位の数が多い場合に未だ計算精度が悪いものと考えられる。一方,殻模型計算
 で予測されるB(GT:理論)に本研究で求めたNを掛けて,対応するベータ崩壊強度B(GT:ベータプラス)と比
 較すると,或る程度の合理的なB,1,(GT:ベータマイナス)が得られることも明らかにした。残留核12Sc核の
 !0MeV近傍にj-jスキームで予想されるT=1の1+状態は,入射陽子のエネルギーを高くしても観測されず,
 11Sc核のアイソスピン励起はL-S結合的という結論を引き出した。又70MeVではGT遷移がフェルミ遷移に
 勝つことが確認され,各々の遷移の角度分布を測定することに成功した。
 本研究によって質量数40の領域に於ける原子核のアイソスピン励起のメカニズムが明らかにされ,こ
 のことは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示している。
 よって,鈴木啓司提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める,,
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